
春日町まるっと発見プロジェクト

練馬区地域おこしプロジェクト

令和5年度事業報告会



団体名

事業名

春日町まるっと発見プロジェクト



住民が楽しく参加し、横のつながりを継続できる「持続可能な催し」を作る。

住民にイベント運営に主体的に携わってもらうことで、住民同士の繋がりや春日町への愛着醸成を図る。

多世代による多様な主体とのパートナーシップによる魅力的なまちづくり体制を構築する。

上記を通じて、今後の町会活動を担う新たな活動体制を構築する。

３年間の到達目標
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事業目的



令和5年度（2年目）の事業進行

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３

妄想会議の企画、周知

アイデアオーナー
（やりたいことを持った人の発掘）

フォロワー
（協力者、応援者）の発掘

アイディアを実現できた機会
（シーズとニーズのマッチング）

3年目のイベントを選定

プロジェクトチームの結成

●
5月上旬

開園セレモニー
で周知

●
6月4日

妄想会議①

●
7月2日

妄想会議②

●
7月末

盆踊り大会

●
企画
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●
9月24日

妄想会議③

●
12月3日

妄想会議④
（妄想の中間集約）

●
1月28日

妄想会議⑤

●
3月24日

妄想会議⑥

●
11月18日

あそぼうさいフェス

●
1月28日

妄想会議⑤

●
3月24日

妄想会議⑥

●
3月24日

妄想会議⑥

回覧板、SNS、チラシ配布



春日町妄想会議
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● 春日町にかかわるどんな人でも提案OKの持ち込み企画を、町会が全力サポートするプロジェクト。
● 町会活動の幅を広げるとともに、春日町で地域活動に関心のある方を発掘し関係構築することがねらい。

町会 春日町でやりたいこと
がある住民

活動の幅が広がる！

地域活動に特に関心の高い住民や
企画ができる人材を
発掘できる！

サポートを通して町会の強みを実
感してもらうことで、
町会の意義や価値を
認識してもらいやすい！

春日町住民

個人では難しかった企画を実現
することができる！

金銭的な負担や、活動場所の確
保・仲間集め・広報などの手間

が軽減される！

ニーズに合った企画が
増えて楽しい！

（投票でプロジェクト選定する
場合）ニーズや意見を町会活動
に直接的に反映させる機会が得

られる！

Win Win Win- -

東京都町会・自治会活動支援ポータルサイト>2021年度地域の課題解決プロボノプロジェクトの事例>住民の意識調査・改善提案（春日町町会） 一部更新

https://www.tokyo-tsunagari.or.jp/chokai/
https://www.tokyo-tsunagari.or.jp/chokai/2021probono_pj/


春日町妄想会議
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っっっｚｄ

第２回の妄想（ふりかえり）
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第３回の妄想（ふりかえり）
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第３回の妄想を実現！（遊び×防災のイベントで

ペット防災企画を実現）
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第３回の妄想を実現！ （あそぼうさいフェスの様子）

やきいも 落ち葉遊びのプレーパーク 9



第３回の妄想を実現！
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11
※春日町町会Instagramより 11



としまえん第4回までの妄想の集約
思い出の味（ラーメン、フロートなど）

花火（ドローン？）

着物

盆踊り
餅つき

お茶会

戦争体験の伝承

ペット同伴避難

野外フェス

キャンプ

避難拠点の活動

サイレントディスコ

海外国籍の方との交流

思い出映像、ナイトシネマ

日本の伝統文化

浴衣

練馬城址公園

夕日

星空、ＩＳＳ観察

空が広い

屋外イベント

防災などへの備え

あそぼうさいフェス
（秋）

盆踊り大会
（夏）

ライトアップ

思い出イラストコンテスト

アート個展

お月見

夜空を
楽しむ

帰ってきた
としまえん
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定量 定性

 令和5年度の年間実績

• 妄想会議の定期開催数（年間） ※予定６回 ６回

• 妄想会議参加者数（延べ）
※5回目までの実績

21人（延べ41
人）※組織部員
と区職員除く

• 子育て世代中心 80代の方も
• 練馬城址公園サービスセンター長、PTA会長、春日町図書館

長、南地区区民館長、保育園、地域活動団体 等

• 妄想会議で出たアイディア数
※4回目まで（5回目以降はまとめ）

60アイディア • 音楽フェスなどの野外イベント実施
• 防災キャンプやペット避難など防災系
• 世代や国籍を超えた交流 など

• 妄想会議で出たアイディアの実現数 3企画 • 盆踊りでの着付け体験会
• あそぼうさいフェス（①ペット避難講演、②コロコロ玉入れゲーム

⇒今年度はアイデア整理のみの予定でしたが、３企画が早期実現！

• 組織部員数

• イベント協力者数

9人

7人

計16人

• 組織部員9名（4名が組織部に新加入）
• イベント協力者7名
⇒21名の会議参加者のうち既に７名がイベント協力者として参加済
他の会議参加者も、来年度のイベントの主体的な参加を呼び掛ける

 令和5年度事業の波及効果

• 妄想会議を通じて生まれた企画数（妄想会議以外） 1企画 • プレーパークの定期開催

 当事業で今後定期的に測定する必要がある項目（回覧板などでアンケートを実施して調査）

• 妄想会議の認知度
• イベント認知度

◯％
◯％

令和5年度（2年目）の実績



成果 事業目的 課題

 自由に住民がアイディアを出し合えるルール
による妄想会議を計6回開催し、町会がやり
たいのではなく住民がやりたいイベントのア
イディアを出し合い、いくつかを実現した。

住民が楽しく参加し、横のつながり
を継続できる「持続可能な催し」を
作る。

 妄想会議でまとめたイベントをど
のように持続可能にしていくか？

 妄想会議で住民が出したアイディアを自ら実
施することでイベントに主体的に携わっても
らえた。妄想会議やイベントを通じて、住民
同士の繋がりを作りだした。

住民にイベント運営に主体的に携
わってもらうことで、住民同士の繋
がりや春日町への愛着醸成を図る。

 イベントの運営ボランティア（春
日町サポーター）が増えていない。

 どのように春日町サポーターを増
やすか？

 盆踊り大会やあそぼうさいフェスを通じて、
大学生によるプロジェクションマッピング、
中学生ユーチューバーによる演奏会に加え、
地元小学校のPTA・おやじの会、プレーパー
ク主催NPO団体などとのパートナーシップを
構築した。

多世代による多様な主体とのパート
ナーシップによる魅力的なまちづく
り体制を構築する。

 組織部メンバーの少人数で回すこ
とになり、避けたかった「イベン
ト疲れ」が発生した。

 イベント時にどのように十分な運
営体制を構築するか？

 本プロジェクトを実施する町会組織部メン
バーが増え、妄想会議次年度の企画・運営を
実施する体制が強化された。

上記を通じて、今後の町会活動を担

う新たな活動体制を構築する。

 企画運営する側の住民が増えるこ
とで、町会員が漸増。

 どのように町会員数をさらに増加
させるか？

令和5年度（2年目）の成果・課題
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2年目の課題（前ページの再掲） 事業目的（再掲） 3年目の課題解決策（案）

 妄想会議でまとめたイベントをどのよ
うに持続可能にしていくか？ 住民が楽しく参加し、横のつながり

を継続できる「持続可能な催し」を
作る。

 イベント当日だけでなく計画的に時間を
かけて協働団体を巻き込みながら実施し
ていく。（例：盆踊練習会の事前実施）

 盆踊大会に町会が出店し販売することで
得た資金を運営費を確保する。

 イベントの運営ボランティア（春日町
サポーター）が増えていない。

 どのように春日町サポーターを増やす
か？

住民にイベント運営に主体的に携
わってもらうことで、住民同士の繋
がりや春日町への愛着醸成を図る。

 年度当初にイベント事業計画を公表し、
運営メンバーを募集する。

 春日町サポーター募集方法の改善（ほっ
とスポットのお店に協力依頼など）。

 組織部メンバーの少人数で回すことに
なり、避けたかった「イベント疲れ」
が発生した。

 イベント時にどのように十分な運営体
制を構築するか？

多世代による多様な主体とのパート
ナーシップによる魅力的なまちづく
り体制を構築する。

 イベント疲れを避けるため、病気など当
日参加できなくなった場合にも他のメン
バーでイベントを運営できるだけの余裕
人員の確保。

 イベントを通じた共感を広げるため、企
画運営者と参加者が十分に雑談できるた
めの余裕時間の確保。

 企画運営する側の住民が増えることで、
町会員が漸増。

 どのように町会員数を増加させるか？

上記を通じて、今後の町会活動を担

う新たな活動体制を構築する。

 定期的に「春日町妄想会議」を引き続き
開催し、新たな妄想を実現させ、共感者
を増やすことで町会員や企画の担い手を
増加させていく。

令和6年度（3年目）における解決策（案）
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令和6年度（3年目）の計画 〜課題の克服、事業の発展〜

 1年目：協力者は集まるが、一緒に実施する仲間捜しに限界があると認識。

 2年目：妄想会議の仕組みで「仲間づくり」と「イベント企画」に集中。町会では
なく参加した住民・団体が一緒に実現させたいイベントが見えてきた。

 3年目：妄想会議を継続しつつ、2年目で企画したイベントを実施することで、運
営側にまわる住民の発掘を続けていく。具体的には、以下の企画を都立練馬城址公
園を通じて実施する。
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★盆踊り大会の拡張 春日町町会以外の町会や他団体を巻き込む

★あそぼうさいフェス 遊びを通じた防災力の向上

★帰ってきた「としまえん」！としまえんの思い出をみんなで再現

★夜空を楽しむ 練馬城址公園でナイトシネマ、レーザーマッピング、星空観察会



令和6年度（3年目）の計画 〜課題の克服、事業の発展〜
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春 夏 秋 冬

小

大

• 春日町町会が、住民の皆さん、地域団体との協働の場を提供
• 定期的な小さなイベントを繰り返し、顔の見える関係を構築。
• 小さなイベントを通じて大きなイベントを段階的に準備。
• 小さなイベント、大きなイベントでみんなの妄想を実現！

小

盆踊り大会 あそぼうさいフェス

小 小 小小 小
プレーパークや妄想会議
を想定

小

小

浴衣の着付け
盆踊り練習会 など

定期 定期 定期 定期 定期

小

大

小



令和6年度（3年目）の事業進行

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３

妄想会議・各イベントの企画、
周知

妄想会議
（年3〜4回程度）

コアイベント
あそぼうさいフェス

コアイベント
盆踊り大会

帰ってきたとしまえん！

夜空を楽しむ

●
企画
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小さなイベント（盆踊練習会等）
●
8月3日、4日
音楽イベントや
こどもイベントも同時実施予定

回覧板、SNS、チラシ配布

小さなイベント
●
10月

体育の日あたり

●
春

妄想会議①

●
夏

妄想会議②

●
秋

妄想会議③

●
冬

妄想会議④

●
８月下旬〜９月に
としまえんイベントと

● 夜空を楽しむイベントを
同時実施予定



 3年間の練馬区地域おこしプロジェクト終了後も、住民の意見を引き出す「妄想
会議」を継続し、住民の「やりたい」の実現を手伝うことで、住民に必要とされ
る町会組織を目指していく。

「春日町って面白いね」「あの仲間がいるから春日町で暮らしたい」と言われる
街へ。

令和7年度（4年目）以降の展望
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